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はじめに を覚悟しなければいけない.

博物館法を持ち出すまでもなく，博物館は，①資料を その意味から，資料収集と保存，研究，教育という三

収集し保存する.②展示と事業活動をする.③調査研究 本柱をふまえた学芸活動の事例として，ささやかな事践

をする.…・・機関であるとされている。いいかえれば， 記録を報告し，大方のど批判を仰ぎ，今後の参考にした

博物館は，資料の収集保存・調査研究・教育の三本住に いと思う.

よって支えられ，この三機能の有機的な結合体こそが博

物館の実体であるともいえる1. 資料収集と調査研究について

と乙ろが，法律の精神や博物館学の理論とは裏腹に， 博物館自然史分野の資料収集と調査研究は，無目的に

現実の日本の博物館界は，多くの問題と矛盾をかかえて 何でも手当りしだいに集め，それらの資料について研究

いる.全国的 IC ，大規模な公立博物館が誕生する中で， するなどということは許されるはずがない.その地域の

単純明解な博物館の三機能という基本線すら，十分理解 自然の特性を浮きぼりにし，自然の歴史的な変化を明ら

されていない面がある.たとえば，学芸員として職員が か lとする乙とが主目的で，そのための資料収集と保存が

配属されてはいても，待遇は事務職員妓いで，自費研修 行なわれるべきである.しかし，日本の多くの博物館で

すら困難な現実がある.博物館の専門職員としての学芸 は，その面での純粋な調査研究費や資料収集費に恵まれ

員職すら確立されていないといっていい。また予算的な ていないのが現実の姿で，多くの館園でも，外部からの

面でも，資料購入費・資料収集旅費・調査研究費等に不 調査研究依頼を受けたり，文部省の科学研究助成金など

足したり，全くそれらが認められていない館園があるな を受けたりして，調査研究・資料収集の実績を挙げてい

ど，や〉もすると展示室を公開し，維持管理するだけ， る乙とがある.

乙れに教育普及事業が加わるといったのが実情という乙 私の場合は，昭和53年度には，奥濃飛越観光連盟と白

とはないだろうか. 山国立公園岐車県協会とが企画された「白山山麓一帯動

しかし，博物館は現実に幾つも存在している.いかに 植物調査」の植物分野の調査に従事し，資料収集と野外

あるべきかの理論ばかりが花やかでも，実践が伴なわな 生態調査を実施した.その調査研究内容は，岐車県博物

くては空論にすぎない.現実に博物館にいる職員一一そ 館研究紀要第 1 号(昭和54年)に「白山北縦定路の植生

こで働いている学芸員自身が，博物館の使命，その社会 (第一報) J として発表し， 葉標本は館蔵資料として

的責任の重さをかみしめて，三機能の発揮に，最大限の 整理中である.続いて昭和54年度は，文部省の科学研究

努力，創意工夫をすべきである.予算がないからと泣き 費補助金(奨励研究B) の交付を受け「岐阜県下の帰化

どとを言う前lζ ，あるいは，博物館への理解が欠けてい 植物相とその分布並びに地域・環境のちがいと侵入程度

ると嘆く前に，博物館人としての最善の努力，悪戦苦闘 の実態調査」なるテーマで，資料収集と野外生態調査を
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実施した.

帰化植物の実態調主がまったくなされていない岐阜県

下において，

①過去の文献，県内各地の協力者からの情報資料提供lと

より，岐阜県内産帰化植物目録づくりを進め，その過程

の中でH昔~根本の収集整型Hを行ない，その成果をふまえ

て，特定和の分布図づくりをする

②都市化現象の著しい各務原市内(長い間米軍法地が存

在し，飛行場がある帰化の入口)で，いろいろな環境で

の草地群溶調五を行ない，帰化柿:の侵入実態を iリj らかに

する.

③山岳地を代表する，意味で，自l岳山飛騨登山路に沿った

高度別の草地群務調1tを行ない，帰化相の位入実態を lリj

らかにする.

以上 3 つの目的をもって，各務原市内で 19ケ所，御岳

山で 12ケ所，延べ 18 日間の野外調査を行なった.調査研

究結果の洋制は，別lζ本館の研究紀要第 2 号 lと報告する

が，写1時点までに確認できた県内産帰化植物は， 37科

214 関佼研等を合む)であった.

2. 調査研究と教育事業について

博物館は，ある一面では研究機関でもあり，調査研究

が，展示や教育事業のためだけの子段や背景として位 ìi"(

づくものでないことは当然である. しかし，博物館が，

大学等の他の研究機関と違っているところは，また違わ

なければならないと乙ろは，その調在研究の成県を，研

究紀要や学術雑誌等lζ 論文ヴ鼠えするだけに終わらず， r も

の J という具体物を通して，展示免去するところに，特

色と存在価値があるはずである.そこで， 1 年間の調査

研究の成果と，その間に収集した資料をもとに，昭和55

年 3 月 1 日 -30 日の 1 ヶ月 1m，手づくりによる資料紹介

「帰化植物」を開催した.

3. 資料紹介「帰化植物j の実施内容の大要

①ねらい 本館が収蔵している月岱柴原本資料を主とした

植物関係の諸資料及び昭和54年度科学研究費補助金を得

て行なった調丙研究成取の一部を紹介し，帰化植物につ

いての基礎的な知識の ??J岐に努める.

②展示構成

(判事前調査から

展示構成を考える参考資料として，小・中・ I I1J校生各

1 クラスという少人数ではあったが，帰化植物について

の認識度をみるアンケート調在を行なった.その結果，

予想に反して帰化柄物ということはが浸透していない乙

2 

とがわかった.そして，近頃マスコミにもよく登場する

セイタカアワダチソウやブタクサ，セイヨウタンポポで

も，野外で実物が見分けられると答えた者は30~ぢ足らず，

過半数の者は，名前は聞いたことがあっても，実物を知

らないか，名前すら聞いたことがないと回答した.その

他，ごく普通に見られる帰化植物20柿についても，実物

が見分けられると回答したものは，ほとんど皆無に近い

状態であった.また自由に記入させた疑問H乙思う乙と…

としては， r帰化植物とはどういうものですか」が非常

に多く，その他目立ったものでは， r 日本にどれくらい

の和類があるのか J r どんなところに生えているのかJ

r!t、つごろからあらわれたのかJ r 日本のものと，どこ

が違うのかJ r帰化植物の特色や性質はどんなものか」

「日本から外同へ行ったものはあるのか」などがあった.

以上のようなアンケート調査結県をもとに，まず第ー

に考えた展示構成の柱は，実物標本を数多く提示して，

帰化植物 lとより多く接していただくとととした.その過

程で，帰化荷物とは何であるかの概念を示し，日本l乙住

みついた極類数の多さ，あるいはその形態・生態を扱い

帰化純物への関心をおめ，身のまわりで今何が起とって

いるかの事実に目を向けてもらう乙とを願って，図示し

たような展示構成とした. (図1， 写真 1-1 1)

(イ)展示にあたって習意したこと

本館では，特別な展示普及事業としては，多額な予算

措置のある「特別展」が年 3 回開催され，その問 lと，学

芸員の手づくりによる資料紹介が，年 2 回開催されてい

る.そこで手づくり展示に当たって留意した乙とは，

③解説パネ jレ・図表等は，これまでの特別展 rm界の

貝J や「濃飛の文人J で使われたものを活用し，前の

文字・凶表面の一tlζ色画用紙をはりつけ，マジックや

ポスターカラーで描いた. (写真 6， 8 ， 9, 10. 11 参照)

⑤展示の流れに変化をもたせ，現場の生態を示すため

に，四ツ切大カラー写真21点を配し，色彩感を出すよ

うにした.

①手許lζ版影収集されている限りのサービス判カラー

写真を， jj昔葉標木 lと添えて展示し，生きている時の植

物体の色彩を見せるようにした.

④帰化柏物が外国産の柿物であることを印象づけるた

めに， Flower Fairies シリーズや The observer' s 

book of wi ld Flowers 等のコピーを作成し，でき

る限り椋本に添えて展示した.

①「日本のものと比べてみよう J のコーナーでは，在

来日-の植物名をうたい込んだ俳句や和歌を，水彩画入

りのも羊[':=きで背後 lと提示し，興味づけるようにした.
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写真1. 第 1 展示面全景

写真 2. 第 2 展示面全景

写真 3. 第 3 展示面全景

写真 4. 入口の案内看板 写真 5. 日本のものと比べてみようのコーナー

4 
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写真 6. 解説パネルの一例

砂写真 7. 猛威をふるう帰化植物

コーナーの実物大標本展

示の一部

丹、、3急援PRa塑f吟

禁認安時恥一…m …山町畑

写真 8. 調査研究成果をわかりやすく図表化したパネル

企写真10 分布図の一例

写真 9.

砂写真11 帰化植物の特性コーナーの一部

ラ

調査研究成果をわかりやすく図表化したパネル
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(写真 5 参照) 県庁記者クラブを通じて，各社へ資料配布を行ない広報

①「帰化植物の特性」コーナーなどでは， [~表中の拾 の依頼をした.その結果， TV は，地元の岐阜放送が，

・文立と関連する標本とを，色紙テーフ。で結び‘つけ， 会期当初の夕方のニュースで報道し，ラジオは岐阜放送

視点を明確にした. (写真11 参照) が，昼のワイド番組の中で，電話ー訪問という形で広報し

③「身のまわりで調べてみよう」のコーナーでは，方 てくれた.

形わく調査法を紹介し，具体的な調査表，結果の処理 日刊新聞は，各社が行事案内の記事を出してくれたう

法等を，生の素材を提示し，またこんな乙とも調べら え，次のような強力な支援報道をしてくれた.帰化航物

れますという具体的な調査事例を紹介して，だれにで という.時流にマッチした内容が，報道機関に注目され

も簡単にできる調査法を示すことによって，意欲化， たものと思う.

実践化をねらった. く岐阜日々新聞〉

来 3 月 7 日 社会面 5 段抜き見出し「空き地や野原に

4. 関連教育普及事業について 群生する帰化植物……生い立ち，実態を詳しく紹介J , 

展示室での見学を助け，理解の深まりをねらいとして， 写真 2 枚付，本文77行.

自作スライド 2 編を作成し，会期中の日・祭日に定期的 措 3 月 14 日 レジャ一面 県博物館の資料紹介から 4 

上映会を開催した.また団体見学者等に対しては，事前 段抜き見出し「存らしの中の帰化植物。二)土地の自然

の打合わせ会での希望に応じて，上映するとととした. 度の証人」写真 3 枚付，本文 113 行.

自作スライドの内容は， 円苛化植物J …… 帰化植物と 来 3 月 20日「向上(下)各務原基地も位入路」写真 1 枚

はどういうものであるかを中心テーマ P::: ，身のまわりに 図表 l 枚付，本文90行.

増えてきた帰化組物の由来・生態を紹介したもので，い

わば概論入門編， 50駒，上映20分. I帰化植物の生態」 く中日新聞〉

調査研究の結果をわかりやすく紹介することを中 東 2 月 29 日 岐阜県版 4 段抜き見出し「帰化柏物猛威

心テーマにし，環境別の帰化率，御岳山での実態，調査 ……県博物館あすから標本展示」写真 1 枚付，本文85行.

方法等を紹介したもので，いわば生態編， 50駒，上映初 来 3 月 1 日 少年少女欄「外国から渡ってきて群~J:.. .… 

分.いずれもパック・ミュージック入りの解説テーフ。ま 帰化柄物の活J Tfl'L 3 枚付，木文 108 行. (阿 3)

で自作した.

この外，会期中には，団体等の見学者で，事前 lと申し く~jJ 日新聞〉

込みがあれば，帰化植物にかかわる自然教宗を開催する 来 3 月 1 日 家庭欄 3 段抜き見出し「勢力広げる帰化

乙と，また，移動教宅的な催しとして，野外現地での観 植物……人為加えた土地lζ多い. J 写真 3 枚付，本文

察会指導lζ も応ずることなどを，教育普及事業として考 164 行.

えた， 東 3 月 10 日 岐阜版月昨訪問 4 段抜き見出し「調査に

多くの協力者……」写真 1 枚付，本文 133 行.

5. 広報活動について

世はまさに宣伝の時代である。ポスターが作成される

特別展とは違って，乙の資料紹介では，広報手段として

は，本館発行の「岐阜県博物館だより J (年 3 回発行) , 

岐阜県発行の「くらしと県政J (月 1 回発行) ，及び県

教委先行の「教育広報J (月 1 回発行)の紙面による行

事案内があるだけである. しかし，乙れだけでは，対象

が限られていたり，目立たない小記事であったりで，宣

伝効果としては弱い.そこで，自作の宣伝用チラシを印

刷し，事前 lと受付で配布したり，周辺部の各学校へ配布

した. (図 2 ) 

しかし，最も強力な宣伝効果が期待できるのは，一般

の日刊新聞やラジオ・ TV 等の報道機関である.そこで，

6 

6. 入館者からのアンケート結果について

3 月いっぱいの入館者 5， 919 人(小・中生 2， 424 人，

r~-:J ・大生 2， 31 人，一般 3， 264 人)のうち，アンケー卜に

応じてくれた人は，総数 365 人であった.その内訳は，

県内在住者 264 人 (72.3 箔) ，県外 101 人 (27.7 必) , 

男子 51. 8 箔，女子 48.2%であった.帰化植物とは，どん

な植物であるのか，の:f1H解度 lと対する設問では，よくわ

かった 35.1 箔，だいたいわかった 46-4箔，よくわか

らなかった 18.5 労という回答であった.また自由記入

による「この展示でのよかったこと，わるかったこと」

での記入内容では，

東よかった乙と
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- 厳近「帰化植物J というこ
,_... とばを目にしたり、耳にする

ことが多くなりました。帰化

縞物とは、どんな植物のこと

でしょうか。

明治維新とともに、外国か

ら日本に入り込み、野生状態

になった組物は、当時は、文

明開化のバロメーターである

と言われ、ゴイシングサ・サ

Yロパナセ:/~ングサ銀本 イゴウグサ・テツドウグサ・

カイコングサ等の方言を今に残しています。 ところが.

経済成長・工業化の進展とともに、身近なまわりの植

物界は、 今では帰化植物のオンパレードとなり‘帰化植

物は n然破拶のバロメーターとも言われるようになりま

した。

岐阜県にゆかりの深い江戸末期の学者飯沼欲斎は‘ す

でに「原木図説J で‘ シロパナセンダングサを錨き「夕、

化年間に渡来したJ と記述しています。 このキク科の帰

化傾シロパナセンダンク'サは、 終1除後急激に広まり、ノF

ではごく普通にみられる縫草となっています。

今回の資料紹介では「帰化植物とはJ r文明開化の帰

化他物J r戦後派の帰化植物J r都市化現象と帰化率」

「帰化個物の特性・生態J 等の内容を、 僚本・写真・問

~等で紹介しますe また.会期rl1には、講堂にて帰化勉

図 2. 自作の宣伝用チラシ

食 2冷笠1::良 t・て.問問，内容をフ'ロワヲミシ
グ L季初でF 車jiJ史忠ぬ&之忠z打合
均it.\，て下さ京t:lfψ零1:;.
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いただけたらと思った.

・有料でもいいから，研究成果・あるいは諸資料がほ

しカ亙った.

・期限をかぎらないで，いつでも見学できるような展

示忙してほしい. 

.l2.l上のような意見があった.

7. まとめとして

博物館が行なう特別な展示事業を企画するとき，植物

の酒昔葉標本は，立体感のない平面物で.原色保持も困難

で「見ばえがしないJ r派手さがないJ r人々を引きつける

魅力に之しいJ r標本は展示資料ではない」などと言わ

れがちで，や注もすると，人文系の文化財，歴史的な遺

物等に比べると，不当に低い資料評価しか受けていない

傾向がある. しかし，たとえ道端の雑草ひとつのB昔梨標

本であっても，博物館資料としては，古文書・土器・陶

磁器・万剣・絵画等々の人文系資料と，対等の価値を持

つものがあるはずである.また，化石や動物はく製など

と同じように，展示品となりうるはずであり，それなり

に自然史科学の貴重な証拠品である.ß昔葉標本といえど

も，科学的な真実を物語る実物資料として，十分に人々

に訴える力を持っているはずである.

今回の資料紹介を終えて，明らかになったことをまと

めると，次のようであった.

①入館者数は，社会的背景，天候その他の諸要因によっ

て変動するはずで，特別展等の催し物だけで決まるもの

ではないが，全般的に減少している傾向の中で， 3 月い

っぱいは，わずかに先年度を越えた事実は，自己満足と

はいえ，担当者への励ましであった. 日刊諸新聞の広報

JVo.一一一一一ーー
{箪311郵便物認可}

EE璽聞置宮野君冨宣言軍軍翠量.. 

博物館学雑誌第 6 巻第 1 ・ 2 号合併号 1 - 9 ページ， 1981年 3 月

昭和55隼(/980*) :3月 1 a (土曜日入
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業わるかった乙と

・生きた実物の展示(無理でしょうが)がほしかった.

・写真を，全標本につけるなど，自然の状態や色を，

全種についてみせてほしかった.

・外国 lと住みついた日本からの植物を，もっと多く説

明してほしかった.

・質問に答えてくれる人が，いつも会場にいてほしい

し，学芸員の方々の説明をお聞きしたかった.

・展示を見るだけでは，忘れてしまう乙とも多いので，

「まとめ・解説書，などの印刷物・資料等をわけで

図 3. 3 月 1 日付中日新聞少女欄より

.いろいろな植物の名前がわかった.

・標本がきれいで，とてもよい状態だった.

・帰化種・在来種が対比して展示してあり，わかりや

すかった，

・単なる展示でなく，帰化植物の広がりの実態がわか

っ Tこ.

・帰化植物の特性がわかりやすく，研究方法の紹介も

興味が深かった.

・いつも気にもとめずに見過ごしていたものを，あら

ためて見直す乙とができた.

・問題提起があり，順路の終わりで表覧解答がしてあ

っ fこ.

・と乙ろど乙ろに，花の妖精の絵があって，親しみや

すく興味深く見られた.

・ 葉標本だけでなく，写真や図・解説がまじった展

示で，わかりやすかった.

・全体の流れが，おせしろい表現で，見ていて楽しか

った.
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博物館の全機能をふまえた学芸活動のあり方〈小野木〉

表1. 月別入館者総数

昭和53年度 同左催物事業 昭和54年度 同左催物事業

4 月 9.561 人 2書8 日目特別展 濃飛白甲胃 8，419 人 沼田特別展 濃飛の先史時代

5 月 15，6幻 17,609 27 日

6 月 4.392 6.547 

7 月 6,621 2骨1 日特世別界展のコガネムシ 4.511 す日特別展世界の貝

8 月 12.639 31 日 8,605 31 日

9 月 8:309 15 日資料紹介陽徳寺 1 号墳 6,499 

10月 19,502 270 日日特能別面展と装束
11月 13,860 19 日

12月 1,560 

l 月 2,602 

2 月 3,382 

3 月 5,622 1 日~料31 日
資紹介植物の世界

103.677 

等の結果であるとも考えられる。

②たとえB昔葉標本という見ばえのしない実物資料であっ

ても，ただ「ものJ を並べて見せるだけの陳列でなく，

時流に乗ったテーマのもとに，資料を収集し，調査研究

を行ない，その成果をふまえて，確かなストーリーに

沿った展示構成をすれば，見る人々を引き付ける.

①「もの」を見せる乙とが使命の博物館であっても， r も

のJ を駆使して「科学的な真実」を語りかけるととが中

核とならねばならない. r科学的な真実」ほど，美しく，

しかも感動的に世の人々の心をとらえるものはない.

④単なる脂葉標本の紹介展示だけなら，各新聞も多角的

な窓から何度も取り上げ報道してくれなかったはずであ

る.帰化植物の生態調査という地域の自然の実態を把握

するという調査研究の成果があったから，その内容紹介

を兼ね催し物についても案内宣伝の報道がなされたもの

と考えられる.

⑤展示内界の柱は，学芸品の調在研究の成果が反映され

るのが本筋であり，書物からの借り物や他人の研究成果

を借りたものでは，人々が博物館に期待しているものに

答えることはできない.

⑥学芸活動をとりまく悪条件lζ ，泣き事を言う前 lと，学

芸員は，自らの立場と，博物館の社会的使命を自覚して，

「何かができる……J の信念のもとに，資料収集・調査

研究，そして展示を含めた教育普及活動にと，多芸員・

雑芸員である乙とに誇りを持ち，情熱的lと突走れば，何

9 

14.641 1.2 日特別展濃飛の文人

10,503 1'4 日

1,872 1告8 日 資土料人形紹介と中国の仏像
1,637 31 日

2.207 

5,919 1 日 --3料0 日
資紹介帰化植物

88,969 

らかの道は開けてくる.

8. おわりに

博物館ブームとさえいわれる社会情勢を迎えた中で，

博物館学にかかわる図書類の出版も相次いでいる.しか

し，理論ばかりがはなぱなしくても，現実の日本の博物

館界は，その理論とは，あまりにも懸け離れた悪条件の

中に置かれ，各館閣とも同じような悩み，苦しみを味わ

い，多くの課題をかがえているのが現状ではないだろう

か.博物館学理論が多々展開される中で.博物館活動の

実践研究報告は，まだまだ乙れからとの感を持つのは，

私ひとりではないと思う.ほんのささやかな実践報告で

はあるが，全国各地で，悪戦苦闘をされている学芸員諸

兄に，少しでも参加になればと，さらに，今後乙うした

実践研究報告の広まりと深まりに役立てばと願い報告し

Tこ。

おわりに，との聞の実践の歩みについては，本館前館

長松尾克美先生をはじめ，館の職員の方々の深い理解ご

と支援を得た.資料紹介展については，学芸部会での研

究討議を得，自然分野の諸先生方の共同作業によって開

催したものである.とりわけ，前自然係長野村豊先生に

は，実践研究全般に渡って，終始ど助言とど指導，励ま

しを得た.乙乙 lと，乙れらの全ての方 iと，深く感謝の意

を表する.


